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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

　

兵
庫
県
が
身
近
な
善
行
を
表

彰
す
る
「
の
じ
ぎ
く
賞
」
に
次

の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◆
木
村
文あ

や
み美

さ
ん
（
沼
島
）

　

古こ
す
い水
栄よ
し
の
ぶ信
さ
ん
（
沼
島
）

　

恩お
ん
ち地

耕
之
助
さ
ん（
神
戸
市
）

　

５
月
４
日
、
沼
島
北
区
の
船

揚
場
斜
路
の
水
際
で
、
地
元
の

子
ど
も
２
人
が
溺
れ
て
い
る
の

に
気
付
き
、
３
人
が
着
服
の
ま

ま
海
に
入
り
無
事
救
助
。
尊
い

命
を
救
い
ま
し
た
。

◆
石
田
孝
雄
さ
ん
（
潮
美
台
）

　

平
成
７
年
か
ら
道
路
の
清
掃

活
動
や
四
季
の
花
の
植
栽
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◆
廻ま
わ
り
か
ど角
隆
夫
さ
ん
（
阿
万
）

　

25
年
以
上
に
わ
た
り
、
初
老

還
暦
の
行
事
で
の
草
履
の
提
供

や
、
小
学
校
等
で
の
草
履
づ
く

り
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
森
本
容よ
し
み
ち充
さ
ん
（
北
阿
万
）

　

平
成
14
年
か
ら
地
元
の
小
学

校
の
児
童
を
対
象
に
お
米
づ
く

り
を
通
じ
た
食
育
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。

お
め
で
と
う

ふるさと探訪の集い「阿万の石仏と昔話」を発行
　阿万地区の住民らで組織する「ふるさと探訪の集い」では、このた

び、阿万地区にある石仏とそれにまつわる昔話をまとめた冊子「阿万

の石仏と昔話」を発行しました。全 12頁、カラー。

　この冊子には、阿万丸山西国三十三観音霊場や大師山四国八十八ヶ

所霊場の石仏を写真と文章で紹介。また大きな石を軽々と担いだと言

い伝えが残る「田尻の源サ」の昔話などが紹介されています。

　冊子は、市内の図書館と阿万連絡所で閲覧できます。
▲発行した冊子

◆
Ｊ
Ａ
あ
わ
じ
島
女
性
会

　
　
　
　
　
（
門
田
照
子
会
長
）

　
「
農
協
ま
つ
り
」
で
約
30
年

に
わ
た
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
を
実
施
。
収
益
金
の
寄
付

や
福
祉
用
具
と
し
て
、
福
祉
施

設
へ
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

　

県
政
の
推
進
や
公
共
の
福
祉

な
ど
に
功
労
の
あ
っ
た
方
々
に

「
兵
庫
県
功
労
者
表
彰
」
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

◆
清
水
昭て

る
お男

さ
ん
（
伊
加
利
）

　

に
地
域
活
動
功
労
表
彰

　

淡
路
青
少
年
本
部
長
を
は
じ

め
と
す
る
地
域
活
動
に
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。

◆
池
田
收
一
さ
ん
（
志
知
）
に

　

教
育
功
労
表
彰

　

柳
学
園
高
校
で
長
年
、
教
諭

や
教
頭
を
務
め
る
な
ど
教
育
活

動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◆
橋
田
友
孝
さ
ん
（
市
）
に

　

健
康
功
労
表
彰

　

長
年
、
南
あ
わ
じ
市
医
師
会

の
会
長
や
理
事
と
し
て
福
祉
向

上
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
谷
池
日
𠮷
さ
ん
（
松
帆
）
に

　

商
工
功
労
表
彰

　

淡
路
瓦
工
業
組
合
副
理
事
長

を
務
め
ら
れ
る
な
ど
長
年
、
瓦

業
界
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

2008.7.1発行

空
き
巣
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
！

　

無
施
錠
に
よ
る
自
宅
や
自
動
車

の
空
き
巣
被
害
が
市
内
で
多
発
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
市
民

生
活
に
密
接
な
関
係
を
持
つ
団
体

が
連
携
し
て
「
南
あ
わ
じ
カ
ギ
か

け
草
の
根
運
動
推
進
協
議
会
」（
芝

壽
浩
会
長
）
が
本
年
２
月
14
日
に

発
足
。

　

同
会
が
主
体
と
な
っ
て
鍵
掛
け

を
多
く
の
市
民
に
呼
び
か
け
よ
う

と
「
カ
ギ
か
け
パ
ト
ロ
ー
ル
」
が

６
月
14
日
、ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

広報 

ますだおかだ増田さん歌で「淡路島」をＰＲ
　人気漫才師ますだおかだの増田さんが、６月 15日、福良

のなないろ館を訪れ、淡路島を題材に作詞作曲した歌「淡路

島」を約 1,000 人を前に熱唱。この後、握手会を開きました。

　この曲は、増田さんのお父さんが南あわじ市松帆出身とい

う縁から、淡路島の良さを全国にＰＲしようと作成されたも

の。歌詞の中に淡路玉葱や淡路瓦などが盛り込まれおり、「紅

白歌合戦に出られるよう頑張りたい」と話していました。
▲訪れた人と握手を交わす増田さん

神
代
国
道
沿
い
に
「
や
ま
や
工
房
」

障
害
者
が
働
く
「
パ
ン
屋
」
オ
ー
プ
ン

　

南
あ
わ
じ
地
学
の
会
（
野
田
富

士
樹
会
長
）
が
、
地
学
に
つ
い
て

興
味
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、「
化

石
展
示
会
」
を
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
・
パ
ル
テ
ィ
で
６
月
５
日

〜
24
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。
今

回
で
４
回
目
。

　

今
回
は
「
地
球
46
億
年
の
旅
」

を
テ
ー
マ
に
、
46
億
年
前
の
地
球

誕
生
か
ら
現
在
ま
で
の
成
立
ち
を

地
学
的
な
見
地
か
ら
紹
介
。
38
億

年
前
に
で
き
た
岩
石
や
、
地
球
上

で
は
じ
め
て
生
命
が
誕
生
し
た
当

時
の
バ
ク
テ
リ
ア
の
化
石
、
そ
の

後
繁
栄
し
た
三
葉
虫
や
ア
ン
モ
ナ

イ
ト
、
恐
竜
な
ど
の
化
石
、
体
長

４
ｍ
の
魚
ぎ
ょ
り
ゅ
う竜
と
首
く
び
な
が
り
ゅ
う

長
竜
の
骨
格
化

石
レ
プ
リ
カ
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ

ん
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
近
発
見
さ
れ
、
一
躍

話
題
と
な
っ
た
丹
波
竜
の
骨
格
化

石
レ
プ
リ
カ
や
、
淡
路
ふ
れ
あ

い
公
園
内
で
発
見
さ
れ
た
翼
よ
く
り
ゅ
う竜

の
化
石
な
ど
も
展
示
さ
れ
、
約

１
２
０
０
人
の
見
学
者
が
は
る
か

昔
の
出
来
事
に
思
い
を
は
せ
、
壮

▲大迫力の化石レプリカを眺める見学者

▲焼きたてのパンを手にするスタッフの皆さん

兵
庫
県
の
じ
ぎ
く
賞

さ
れ
い
る
ほ
か
、
店
内
で
食
事
が

取
れ
る
よ
う
、
テ
ー
ブ
ル
が
設
置

さ
れ
、
デ
ザ
ー
ト
や
ド
リ
ン
ク
、

ス
ー
プ
セ
ッ
ト
の
店
内
飲
食
メ

ニ
ュ
ー
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ウ
イ
ン
ズ
を
運
営
す
る
社
会
福

祉
法
人
淡
路
島
福
祉
会
の
山
野

恵し
げ
お男
専
務
理
事
は
「
障
害
者
の
就

労
の
場
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
多
く
の
方
に
お
店
を
使
っ
て

い
た
だ
き
、
障
害
者
の
自
立
支
援

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

き
、
ま
た
交
流
の
場
と
し
て
も
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

あ
わ
じ
障
害
者
多
機
能
型
施
設

「
ウ
イ
ン
ズ
」（
神
代
浦
壁
）
で
は
、

障
害
者
の
就
労
支
援
の
一
つ
と
し

て
、パ
ン
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

出
来
上
が
っ
た
パ
ン
は
、
こ
れ

ま
で
訪
問
の
み
で
し
か
販
売
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど

神
代
地
頭
方
の
国
道
沿
い
に
お
店

を
構
え
、
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

店
名
は
「
や
ま
や
工
房
」。
菓

子
パ
ン
や
惣
菜
パ
ン
、
サ
ン
ド

ウ
ィ
ッ
チ
な
ど
約
60
種
類
が
販
売

南
あ
わ
じ
地
学
の
会

地
球
46
億
年
の
歴
史
を
展
示 ▲ゲームを通じて交流を深める参加者

　

倭
文
中
学
１
年
生
と
倭
文
小
学

校
３
年
生
が
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
緑
風
館
」
の
お
年
寄
り

12
人
を
招
い
て
６
月
16
日
、
倭
文

中
学
校
体
育
館
で
交
流
ゲ
ー
ム
大

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
同
中
学
校
で
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
恒
例
行
事
。
今
年

は
、
小
学
生
も
合
同
参
加
し
て
、

中
学
生
が
企
画
、
準
備
を
行
い
、

当
日
も
リ
ー
ダ
ー
役
と
な
っ
て
交

流
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学

生
は
、
高
齢
者
と
の
接
し
方
や
車

椅
子
の
使
い
方
な
ど
も
前
も
っ
て

　

こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
市
の
広

報
車
２
台
を
使
用
し
て
、
鍵
か
け

の
必
要
性
を
呼
び
か
け
る
ア
ナ
ウ

ン
ス
を
ス
ピ
ー
カ
ー
で
流
し
な
が

ら
、
市
内
各
地
を
毎
週
２
回
巡
回

す
る
も
の
で
す
。

　

同
日
、
出
発
式
が
中
央
庁
舎
前

で
行
わ
れ
、
関
係
者
約
20
人
が
出

席
。
中
田
市
長
か
ら
「
鍵
を
掛
け

ず
農
作
業
に
従
事
さ
れ
る
市
民
が

多
く
い
ま
す
。
市
内
か
ら
被
害
が

な
く
な
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
き

兵
庫
県
功
労
者
表
彰

倭
文
中
学
校
で
交
流
ゲ
ー
ム
大
会

お
年
寄
り
と
小
中
学
生
が
ゲ
ー
ム
で
交
流

カ
ギ
か
け
パ
ト
ロ
ー
ル
が
出
発

ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

学
ん
で
い
て
、
車
椅
子
を
押
し
て

あ
げ
た
り
、
や
さ
し
く
言
葉
を
か

け
た
り
し
な
が
ら
、
交
流
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
大
会
で
は
、
全
員
が
4

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
釣
り
ゲ
ー

ム
、
輪
投
げ
、
風
船
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
競
技
を
行
い
ま
し
た
。
最
後

に
は
、
小
学
生
が
元
気
に
歌
の
合

唱
を
披
露
し
て
笑
顔
の
な
か
楽
し

い
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

生
徒
も
お
年
寄
り
も
「
楽
し
い

ゲ
ー
ム
で
う
ち
と
け
て
、
う
れ
し

そ
う
な
顔
を
見
れ
た
。
交
流
が
出

来
て
よ
か
っ
た
」「
い
っ
し
ょ
に

な
っ
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

大
な
地
球
の
歴
史
を
満
喫
し
ま
し

た
。

▲パトロール車を拍手で送り出す関係者


